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背 景

戦略研究

各地域の特性に合わせた再生可能エネルギー利用モデルを考える

地域におけるエネルギーのベストミックスとは？

○北海道内には、太陽光や風力等の自然エネルギーや燃料として活用できる廃棄物等が豊富にありますが、現在は
それらを十分に有効活用できていません。

○再生可能エネルギーを効果的に活用するためには、道内各地域の実情に応じたベストミックスを実現するエネル
ギー利用モデルが必要です。

概 要

地域や施設毎にエネルギー

ベストミックスがある！

エネルギーのベストミックス（イメージ）

○エネルギー分散型
利用を支援する統合
型GIS（地理情報シ
ステム）の開発

さがす（地域で発見する）

○再生可能エネルギー等の資源
量・利用可能量の推定手法

木質バイオマス

農産系
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つくる・ためる・つかう

○ 地域に点在するエネルギー
の利活用技術

チップ乾燥施設

可燃ゴミ燃料
燃焼システム

しめす（試行・実践）

○分散型エネルギー

需給モデルの構築

Ａ地域

・熱需要 1250TJ/年
(灯油34,000kℓ/年）
・電気 480TJ/年
（130GkWh/年）

木質バイオマス

風力地中熱

太陽光 バイオガス

排熱

太陽熱

廃棄物

小水力

58TJ/年 179TJ/年

225TJ/年

共同研究機関・協力機関：北海道大学、自治体、企業等

２
（しめす）エネルギー利用側からの

ベストミックス検討支援ツール

期待される効果

成 果

１
（つくる）可燃ゴミを原料とした燃料（RDF）

の利用技術

地域のエネルギー特性や利用手法を提示することで、自治体による地域エネルギービジョンの策定と実現

地域のエネルギー利用モデルを提示することで、エネルギー関連産業の振興、新たな産業や雇用の創出

“ 地域で活用するには、RDF中の
「塩素（ダイオキシン類の発生源）」の低減が必要 ”

▶ 富良野市は年間2,500tのRDF
を製造（公共施設熱需要の約8割） RDF

ごみ分別説明会（H29.11月 富良野市）
富良野市で製造するRDF中

の塩素含有量(wt%) 

ごみ分別説明会後

① ゴミ中の主な塩素源を特定
（食品用ラップ等）

② 低塩素RDFの有効性を立証

③ 富良野市のごみ分別施策に
成果を活用

※低塩素RDFは塩素含有ゴミ
を除いて作成

研究成果

例：条件を「コストを最小」とした解析結果

再生可能エネルギーを活用したいが、
どのような設備を導入すべきかわからない

必要とされる条件に最適なエネルギー利用
設備を選択する試算ツールを開発
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入力条件
（組合せ可能）

▶ コストを最小
▶ 化石燃料消費量を最

小
▶ CO2排出量を最小
▶ コストを現状以下
▶ ＲＤＦを使用しない

・
・

施設 電力[MWh/年] 熱[GJ/年]
庁舎 263 2309
文化施設 137 2570
文化施設 125 1390
スポーツ施設 338 9887
スポーツ施設 129 1945
宿泊施設 630 9984
福祉施設 494 6553
福祉施設 85 1413
福祉施設 44 728
食品工場 331 2728

基本データ

低塩素RDFの燃焼試験結果
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富良野市内では、
食品工場以外の
９施設に“RDFボイラ”
を導入するべき！

Best Answer !

問い合わせ：道総研 本部 研究企画部 電話：011-747-2809

2018.10


